
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④ものづくりや地域の創生に必要な知識
及び技能を身に付け、試行錯誤して地域
や社会のWell-beingにつながるものや取組
を発信したり、自分や他者のよさを生かし
てよりよいものを創出しようとしたりしてい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
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Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策
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成果
評価

令和７年度　大田区立小池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

学級数２６　児童数８19名
①こどもが楽しく登校し、喜びの中で育つ学校②保護者から信頼され、安心してこどもを預けられる学校③地域に愛され、共にこどもを育む学校④教員が自らの職責を誇りに思う学校と、学校の経営方針に掲げてよりよい学校を目指している。
「おおたの未来づくり」では、地域との連携を深めて校内研究を中心に、未来社会を創造的に生きる児童の育成を図っている。
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学校関係者記入欄

4

①課題解決力を高めることや新たな
価値を創造する力の育成について、
教職員で意識しながら取り組んだ。こ
のことがアンケート結果で9割を超え
た要因の一つだと考えられる。しか
し、本校の研究等にSTEAM教育との
つながりの理解が不足している。意識
して取り組めるよう研究構想図に位置
付ける等、実践する。

②各学年で体験活動や振り返りを重
視した学習過程を設定した。異なる立
場の人と関わりながら学びを深め、自
ら考え判断する力や他者と協働する
力に成長が見られた。しかし、スマイ
ルサポート小池やゲストティーチャー
等に授業の意図や目的を十分に伝え
られなかった部分がある。今後、授業
協力を依頼する上でねらいを明確に
伝え、よりよい授業にしていく。

③ICTを活用する教員が増えた。しか
し、活用方法に個人差があるので、研
修を通して、改善していく。

④おおたの未来づくり科の実践が自
分や他者のよさを生かしてよりよいも
のを創出していこうとすることにつなが
ている。Well-beingにつながる取組に
ついて重点的に行う必要がある。

①教職員アンケートの結果、「おおむ
ねできた」の回答が96.9であった。外
国語教育指導教員のALTや担任への
働きかけや研修の成果が表れた。し
かし、学力テストの結果では基礎的な
技能の習得が十分ではなかった。コ
ミュニケーションの場面を見せることや
歌の活用で発言や語彙力の向上を
図っていく。

②各学年で、地域・社会と交流する授
業を行った。相手の立場に立って考え
る機会を増やしたことで、それが発言
や記述に表れた。今後、外国文化の
体験的な学びを深め、互いに尊重で
きる心の育成を図る。

③教職員アンケートの結果、「おおむ
ねできた」の回答が93.7％であった。
委員会活動の中で、環境の視点に目
を向け、考えることができた成果であ
る。今後は更に地球環境問題を自分
事と考え、SDGsやユニセフの活動等
を生かし、主体的に行動できる児童を
育てていく。

4

①道徳教育研修会やＯＪＴ研修会を通
して、道徳科の内容や指導法につい
て理解を深め、授業の改善を図ること
ができた。道徳と各教科や行事等の
関連を示した資料である別葉を参考
に、各教科等の授業や学校生活につ
いて、どこが道徳と結び付いているか
を考えながら引き続き指導していく。

②〈現状・成果〉大田区学習効果測定
において、達成率は４・５・６年全てで、
算数と国語共に、全国の達成率を約１
０上回った。平日補習の実施により、
算数の基礎的な技能を高めた。また、
大田区漢字検定受験を通して基礎基
本となる漢字の読み書きについての
力を高めた。今後も、算数は、平日補
習や習熟度授業展開により、確かな
学力の育成を図る。国語は、漢字検
定に向けての取組を引き続き行うとと
もに、図書館司書と協力しながら読書
環境を整えていく。

③年間指導計画の一貫した種目の設
定により、学年を超えて系統性のある
指導が行われた。今後、体力テストの
結果を十分に踏まえて、取組を検討し
て、実施していく。

④小中一貫教育の会をきっかけとし
て、中学校との接続を図るよう努める
ことができた。小中一貫教育の各部会
の成果を研究発表会と研究紀要で共
有し、今後の指導に取り入れる。ま
た、おおたの未来づくり科や中学校側
の職業体験等のねらいを明確にし、
双方向の連携が円滑に行われるよう
計画的に実施していく。
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以上
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〇情報技術への活用は伸びしろありと感じます。
〇スマイルサポートこいけやゲストティーチャー等と連携をうまくとって、
今後の授業につなげていけたら良いと思いました。
〇地域活動において児童館を活用していただき誠にありがとうございま
す。
〇STEAMや情報技術はこの時代とても大切です。
〇授業の意図・目的を全員に共有する事は難しいと感じます。
〇「おおたの未来づくり」で５年生の先生方と３ヵ月に渡りお手伝いをさ
せていただきました。小池小学校５年生は「商店街に足を運ぶ人が増え
るきっかけづくり」をテーマに洗足池商店街・小池商栄会・長原商店街の
２６店舗へ児童が自らインタビューに行き、プロのデザイナーさんからの
ご助言を受けお店の魅力を伝えるポスターを作成して掲示してもらうま
で児童1人1人が積極的に取り組んでいる姿を見て、とても素晴らしいと
思いました。初めての企画だったので、商店街の方に趣旨を理解してい
ただくのが大変でしたが、次年度も引き続きやられるようなら、またお手
伝いをさせていただきます。次回は、もっと保護者の引率ボランティアを
増やしてみんなで取り組んでいきたいと思います。あと、２年生の町探
検と時期が重ならないようにお願いします。
〇取り組み自体が目的化すると、外形的になり、途端に児童は関心を
失うと思います。ご記載の通り、目的・意図の共有が重要と感じます。児
童へのフィードバックも意識して頂ければと思います。ICTにかかる教員
のスキルの差は児童にも影響があるので、得意・不得意はあると思いま
すが、一定水準を確保して頂ければと思います。
〇「保護者に現場の先生の大変さを可視化させるにはどうすればよい
か」という意見が出ましたが、授業を手伝ってもらうのが一番よいと思い
ます。ボランティアやゲストティーチャーも同じ人ばかりかもしれません
が、そういう人がやってみて面白かったこと、思ったことを(PTAだよりな
どを使ってもよいので)伝えるのもよいと思います。商店街や地域の退職
後の方(自治会などのつながり)に来ていただくのもよいと思います。
年々、個別対応や探求など学校は新しいことが求められ、やることは増
えるばかりだと思うので、(企業に外注というのではなく)もっと外に求め
てもいいと思います。
〇教える側を管理する立場からすれば「〇〇教育」という方針、方向性
を定めた方がいいかもしれないが、児童期に身に付ける興味・発見を習
慣化するという学習の概括的な取り組みは不変であると思う。その中で
本校の取り組みは、行事や児童の生活、学校展での成果物から見る
と、結果として良いものが子供の中に育っていると感じる。ITCの活用に
よる業務を効率化し、できた時間を「考える」ことや「プライベート」の充
実に活かしてほしい。

〇現地での活動など深い学習にあると感じます。
〇外国語に小さな頃から親しみ反復することが重要だと思う。
外国の事を学んで日本が世界の中で特異なことを学んで欲し
い。
〇外国語の先生がいることは、専門性だけでなく、担任の先生
の時間的、精神的余裕につながると思うので、フォローが必要
な生徒により時間を割けるという観点でよいと思いました。
〇英語専門教諭の配置による教科への興味をひきだす授業の
取り組みは良いと感じた。学習成果があまりおもわしくないとの
ことであったが、時に児童期外国語においては、認知的な指標
に重きをおくより、非認知的な能力の向上に寄与していると考
え、結果は即測定できるものではないのではと考える。
〇SDGsやユニセフ活動を通して、主体的に行動できる児童を
育てていく教育はすばらしいと思います。
〇（ペットボトルキャップという）、身近なものからの継続的な取
り組みによる環境問題への取り組みはよい。知識としてではな
く、習慣としてSDGｓを捉えることができる取り組みであると感じ
る。
〇JRCやユニセフの活動について「恵まれない人」のために
やっているという発信がされているのであれば、これからは恵ま
れている人と恵まれていない人の境目はなくなっていくと思うの
で、お互いのために協力(助け合い)のためにやっているという
メッセージの方が本質的かなあと思いました。あえて途上国と
いう言葉を使うなら、日本や自分達が途上国から学んでいるこ
とやもらっているものを常に意識させるような発信をして欲しい
なと思いました。
〇子供が英語をいつも楽しみにしています。
〇日本人が日本の伝統文化を知らずに世界とつながる方向に
行ってしまうのは残念に思う。
〇郷土のことを学んで郷土愛に目覚めてくれるとありがたい。
〇伝統文化に触れ、親しむことは重要でおおいにきっかけ作り
をして頂きたいですが、尊重は育成させるものではなく、児童の
自然な発言を意識して頂けたらと思います。
〇塾に行けない児童もいると思うので、基礎学力の強化を意識
して頂ければと思います。

〇エビデンスに基づく教育が展開されていることに感激しており
ます。
〇個性ばかりが強調され協調性がなくなるのも困る。
〇学童を中心とした児童の情報共有をこまめにさせていただき
誠にありがとうございます。
〇漢字検定への取組、読書環境を整えることは、年令を重ねて
も行っていきたいと感じる。
〇算数補習教室で、学校から学習に関する児童情報や教材に
ついてもっときめ細かく伝えてほしい。
〇読書は大変重要であり、基本的には家庭でのアプローチだと
思いますが、学校での環境整備や促進は、現在のデジタル化
の中では大変重要な役割だと思います。
〇やってはいけない事はある程度明示(社会規範)は重要で、も
し逸脱と思われる言動があった際は、様々な考えを尊重しなが
らも、「理由」と「理屈」の違いをしっかり意識したコミュニケー
ションが大切だと思います。
〇「道徳≠生活指導」という考え方はとても共感できる。道徳は
「教える」よりも「伝える」（先人の原史から）ことに重きをおいた
捉え方を考えることが大切と考えているので、画一的な指導は
なじまず、また、教諭の質が如実に問われる難しい学科である
と愚考する。教科の評価、教諭への評価がむずかしくただ小学
校としてはなくてはならなないものであるため、学校として継続
的に取り組んでいってほしい。円滑な接続については、本園と
しても一緒に取り組まさせていただきたいところであるが、人的
リリースや教諭の負担を考えるとなかなか具体的にすすめるこ
とができない。小ー中の取り組みの強化は順序としてだ妥当と
思う。
〇小中一貫教育の会というのは、この度初めて聞きました。小
池小学校も中学受験の子は多いと思いますが、公立中へ進学
する子は年間通して６年生でも登校し、冬はクラスの人数が少
ないことで授業形式を変えたりと「クラスを維持している」面はあ
ると思うので、そういった子がせめてスムーズに中学生活に接
続できるよう部活や行事の見学などもできるとよいなと思いまし
た。勉強できる子は黙ってても勝手に上がっていくので、上位層
の学力についてはそこまで気にしなくてよいのかなと思います。
ですが、６年生の授業のお手伝いに行くとどこの大学出身か質
問されたり、牧歌的な小学生だった自分ではおよそ考えていな
かったことを言われるので、中学、高校、大学、仕事だけでな
く、自治会の方などとも連携して「人生全体」といった長期的視
野や世界のことなど視点をずらしてみるのもよいかもと思いまし
た。

①児童アンケート「人が
困っているときは、すす
んで助けようと思う。」で
「とてもそう思う」、「そう
思う」と回答した児童の
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社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童アンケート「外国語
の学習が楽しい」で「と
てもそう思う」、「そう思
う」と回答した児童の割

合

児童アンケート「友達と
の関わりを通して自分
にはよいところがあると
思った」で「とてもそう思
う」、「そう思う」と回答し

た児童の割合

Ｄ

7

7

1

0

Ｂ

Ｃ



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 0

Ａ 10

１：
70％
未満

Ｄ 0

Ａ 10

Ｃ 0

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：

70％
以上

3

3

2

Ｃ 0

4

4

３：
80％
以上

8

Ｂ 4

Ｂ 5
保護者アンケート「保護
者や地域と連携しなが
ら教育活動を進め、開
かれた学校とする努力
をしている。」で「よくあ
てはまる」、「あてはま

る」と回答した保護者の
割合

①教職員アンケートでは95％を超えて
おり、地域と学校が連携して活動する
意識は高い。しかし、保護者アンケー
トの結果が、85％であったのは、発信
が足りなかったためだと考える。そこ
で、今後は情報部と連携してtetoruや
学年だよりで学校と地域や保護者が
連携した報告を随時アップする。地域
との連携や協力に恵まれている学校
環境を今後も維持、継続のために地
域が主体となって行っている活動（小
池分科会等）の周知を引き続き行い、
より、地域と密着した教育活動を行っ
ていく。また、コミュニティスクールの設
置についても、教職員や保護者への
理解を深める。

②交通指導員・地域の方の協力によ
る登校時の見守り活動によって大きな
事故は発生していない。午前授業で
帰る際には、看護当番は最後の児童
が下校するまでの見守りを徹底する。
保護者にも安全な行動を意識付るた
めに、４月保護者会にて、下校時間に
は玄関先に出る等、様子を見守っても
らえるよう協力を依頼する。

③教職員アンケートでは、９３％の肯
定的な回答が見られた。学校公開の
講演会への参加率を増加させるため
に、講演会という形式にとらわれず、
意見交流会のような地域・教員・保護
者が諸課題に関する協議を行い、共
通理解を図る。また、tetoruなどでも保
護者へ周知を行う。また、講演会の内
容を教職員や保護者のニーズに近付
けるために、フォーム等で広く意見や
要望を集めて生かす。

Ｄ 0

Ｃ 0

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3

4

3

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④教職員のタイムマネジメント、複数体制
での業務の効率化、休暇取得推進等、働
き方改革に取り組んでいる。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

1

Ａ 5

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

3

２：

70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：
90％
以上

２：

70％
以上

３：
80％
以上

３：
80％
以上

保護者アンケート「学校
は、安全教育（不審者
対応・交通安全・避難
訓練等）に努めてい
る。」で「よくあてはま

る」、「あてはまる」と回
答した保護者の割合

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
90％
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

教職員アンケート「校内
研究やOJT等の校内で
の支援体制のもと、やり
がいをもって働くことが
できる職場環境になっ
ている。」で「よくあては
まる」、「あてはまる」と
回答した教職員の割合

２：

70％
以上

１：
70％
未満

保護者アンケート「一人
一人のこどもを大切に
しながら指導してい
る。」で「よくあてはま

る」、「あてはまる」と回
答した保護者の割合

４：
90％
以上

１：
70％
未満

１：
70％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

1

Ａ 7

Ｂ

Ｄ

3

Ｂ 6

①オープンスペースの整理整頓につ
いて安全点検表をもとに徹底されたこ
とが学習環境の整備の成果と考えら
れる。今後、オープンスペースを有効
活用できるように、配置位置を検討し
て、次年度に実施していく。

②津波による訓練は、実際に浸水被
害を受けたときの避難にとって、役立
つものであっため、来年度も引き続き
行う。地震による災害が今後予想され
るため、来年度は地震の避難訓練を
増やす。また下校中に地震が起こった
ときの教員のシュミレーションを行える
よう計画を立てる。今年度も休み時間
や体育の時間でのけがや骨折が多い
現状があるが、昨年度より減少してい
る。体育では、安全指導について週案
に記入することを引き続き行うととも
に、けがについて共通理解を図り、事
故防止を全教員で更に識していく。

3

〇ぜひオープンルームの整理整頓をやってほしい。荷物置き場
となっている現状をとてももったいなく感じていた。
〇活用されているとは存じますが、本園では「災害伝言ダイヤ
ル」の訓練を実施しています。毎月１，１５日はＮＴＴが体験用に
開放しており、年１回ではありますが有用であると思います。
〇大変すばらしいです。学校の造りもすごくいいです。

〇日頃から多くの方との交流が見られています。
〇地域と一般教員との連携がうまくとれれば良いと思う。
〇交通指導員や地域の方々の見守り活動等と学校の連携を強
くして、より良い環境の学校づくりをしてほしいと思います。
〇様々な場面におきまして、児童館や学童と連携していただい
ていることに心から感謝いたしております。
〇教職員アンケートが95％と高い理由をもう少し深堀りしたい
です。
〇地域で出来ることがあれば協力してまいります。
〇学校公開時の講演については準備は大変だと思いますが、3
～4のテーマに分けてワークショップやミニ講演会などを開催す
ると参加者も増えるかもしれません。
〇①③については保護者として評価基準を適切にもつことが難
しいため、教員アンケートとの乖離するものだと感じる。学校の
活動を自ら受け取ろうとしない限り評価が上がることはないと思
うので、tetoruの活用などにより保護者の意識が変わるのか興
味深い。現在の取り組みよりグレードアップすることよりもtetoru
等含め、伝え方の工夫に軸を置く姿勢は共感できる。本目標に
ついては特に教職員の業務負担とならない方法でできることが
望ましいと思う。
〇「連携」を測定するのはすごく難しいと思うので、95％の教職
員の方がどうして「連携できている」と感じているのか、質的な
情報が欲しいなと思いました。（できていないという意味ではな
く）こういうのは、関係者が「できた」と思えばできているのだろう
し、来年増えれば、「よりできるようになった」と考えるしかない
のかなと思うので、現段階でよいスコアなのであれば、現状を
維持していくということでよいのでは、と思いました。来年CSに
なるので、来年、発信を増やして保護者のスコアがさらにアップ
しているとよいなと思いました。また、地域で同様の調査がおこ
なわれているようであれば比較するとより現実がわかりやすい
と感じます。

〇学校や地域の特徴を活かした取り組みが見られる。
〇働き方改革の取組にはさまざまな問題があると思う。先生方
の対応は大変であると感じる。数字ではあらわせないものも
多々あると思います。
〇大変困難な課題だと認識しています。タイムマネジメント、業
務の適正化と授業の質、教育の質は相関関係にあると思いま
す。教員のモチベーションにも影響するところで教員が「孤立
化」しないように今後も仕組みづくりと、その仕組み作りが空回
りしないように、管理職層の皆様のサポートが重要になると思
います。
〇業務の適正化（働き方改革）の取り組みとして保護者・外部
への教諭業務の可視化を取り上げていた。とても重要で進めて
ほしい。ただ、これは学校単位でなく、文科省、国がもっと具体
的にすすめていくべきことで、現場で対応しようとすればするほ
ど、業務の適正化が遠くなるのが実情であると考える。③④に
たいする教職員アンケート結果が低くなるのは当然で、小池小
はその中でできることに対応していると思う。人員の増強、賃金
の改善、業務内容の精査とどこまでが教育の範囲かを定め、
学校ー保育共有の認識を持てるかが重要であると愚考する。
〇小池小の先生の実際の労働時間はわからないのですが、私
の勤務する研究所の調査では、先生方はほぼ労働の条件には
動機付けられておらず、仕事の楽しさ、生きがい感のみに動機
付けられているという非常に特殊な職業であることが分かって
います。個々の先生の能力を上げたりタイムでマネジメントをす
るのはとても大切だと思いますが、際限がない中でこれ以上勉
強してくださいというのも酷だと思います。それぞれの方が得意
なこと（発達障害、クラス運営、配布物の既時政策、外国にルー
ツを持つ生徒対応、、、等）をもって部署化すると罪悪感なく学
年や年代をまたいでご自身の仕事を振ったりできるのかもしれ
ないと感じました。「やっていない」ことに罪悪感をもたないでい
ただきたいです、十分なので。保護者・地域みんなの責任で
す。

①本校の研究主題は「未来社会を創
造的に生きるこどもの育成」、副主題
は、「考えを交流し、新たな価値を生
み出す活動を通して」である。協働的
な学びの充実の視点による授業改善
を行っており、成果を実感できた。今
後、児童一人一人の可能性を引き出
す個別最適な学びについても校内研
究や指導教諭による授業等で取り組
み、共有することで授業力向上の支
援体制を整え、充実を図る。

②おおたの未来づくりやその素地の
育成を中心に地域の特色を生かした
教育活動を行っている。今後、教職員
がそれぞれの専門性を一層生かし、
それらをＯＪＴ研修会や授業観察など
の機会に共有して、教職員の授業力
向上に努める。

③については、３５％程度の教職員が
否定的な回答であり、④については、
４０％が否定的な回答であったためタ
イムマネジメントや業務の適正化が図
られていると感じていない教職員の割
合が多いことが分かった。改善策とし
ては、会議の精選及び議題の精選を
行い、授業時数の確保及び就業時間
内での業務の適正化を図る。また、校
内の支援体制を高めるために、ＯＪＴ
研修会への参加の呼びかけや、メン
ター制度の効果等についてＯＪＴ担当
者がヒアリングを行う等を通して、若
手教員及び異動教職員がのびのびと
働きやすい環境になっているかについ
て現状の把握を行い、改善していく。
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〇もっとオープンな情報の取り扱いを期待したい。
〇スクールカウンセラーを上手に使い、保護者と連携を深めて楽しい学
校生活を送れるようにしてほしいです。
〇いじめが発生した場合、適格な相談者がいることで児童を支援してほ
しい。
〇いじめは減っているとのお話で安心しました。いじめは早期発見・早
期対応が重要で、学校と家庭との連携が必要です。共働きのご家庭が
増えている昨今なので、保護者がお子さんと一緒に過ごす時間も減って
いるため発見が遅れてしまいがちだと思います。また、ＳＮＳやメッセー
ジアプリの普及により、見えない場所でのいじめが増えていると思いま
す。保護者だけでなく児童たちからの情報提供も密にしてください。
〇リスクヘッジの意味で言うと、教員の障害者(福祉)に掛かる最低限の
最新の知見に触れる機会を持ってもらえればと思います。
〇いじめ対応の状況をもう少し保護者に発信して頂いても良いのではと
思います。当然、個人情報保護は徹底されますが、例えば、相談件数、
対応件数、結果(解決、継続中など)大まかな類型など、一般的なデータ
を公表する事で、学校の取り組みの理解促進を「いじめ対策は、保護者
と学校の協働作業でみる」事の意識醸成につながるのではないでしょう
か。
〇教諭以外の配置が厚いと思う。「担任と連絡してあたる体制」「いじめ
のフローチャート」「事実確認を正確に」「SNSトラブル」（把握しづらい）→
これらへの取り組みに対して良いと思う。一方これら（インクルーシブ教
育含む）に対応することで、個別目標４ー③④の取組に相反する事態と
なることを懸念する。
〇インクルーシブの概念を当たり前だと思うのは早ければ早いほど良い
と思います。外国にルーツを持つ子への特別視は自分の子供をみて
も、驚くほどないので小さいころから目に見えるもの、見えないもの含
め、困難や生きづらさ、特性についてはおかしなことではないと知識や
経験でふれてほしいなと感じます。ただSCさんの需要が高すぎて、予約
が困難な状況でその間一日一日子供の様子は変化していくので、何と
かSCさんを通さないと親が動けない案件もあるので。いじめは初期消火
が本当に大事だと思います。ターゲットがいれば「いじめてもよい」という
認識が強固になりますが、あまりにも強固だと変えるのが困難だと思い
ます。いじめている方を成敗するのも根本的解決ではないので、本格的
になる前にいじめている人がマイノリティ(誰もいじめのようなんて思って
ないという)リアリティをいかに早急に作るかが勝負だなと感じます。保護
者の目はぜったに必要なので、少しの異変でも学校に伝えてほしいで
す。学校での現場がわかるのは先生だけなので。

①困難を感じている児童に対する適
切な対応について、コーディネーター
の教員（養護・専科）が中心となり、組
織的に対応できた。来年度も問題が
生じる前に対応できるよう、特別支援
の視点で事前に指導したり、支援体制
を整えたりするよう研修を行い、指導
のスキルを向上させる。

②いじめ認知件数は昨年度より若干
減っている。いじめにつながる案件等
も含めて学年会での情報共有により、
管理職への報告ができ、早期対応
等、組織的に対応することにつながっ
た。また、いじめ対策委員会を速やか
に実施し、フローチャートを基に早期
解決に向け、組織的に対応することが
できた。今後も未然防止・早期発見が
できるように保護者と連携を図り、情
報共有を行い、事後に生かせるよう記
録を確実にとっていく。

③スクールカウンセラーに相談したい
保護者からの連絡が増えた。養護教
諭を含め組織的な対応への理解が深
まったことが要因であると考えられる。
今後、教員がスクールカウンセラーの
利用や業務について知るためにOJT
研修等を利用して学ぶ機会を設ける。
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